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研究成果の概要（和文）：本研究は、社会規範、特に命令的規範がいかにして生じるのかを明らかにすることが
目的であった。経済学や進化生物学ではゲームや戦略の均衡点を規範と定義し、均衡の生じるメカニズムについ
て検討されてきた。しかし、ゲームの均衡点はあくまで斉一的な行動パターンであり、命令的規範ではない。本
研究では、命令的規範が生じるには世代交代と教育の二つが必要であるという仮説を提案した。集団実験の結
果、世代交代がある集団のほうが、世代交代がない集団よりも命令的規範が生じることが明らかとなった。これ
らの結果は、文化進化理論などに対して理論的貢献を持つことが考えれる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify how social norms, especially 
injunctive norms (ought to～), arise in society. In economics and evolutionary biology, the 
equilibrium of games or biological strategies has been defined as norms. The equilibriums of the 
game, however, are the uniform behavior patterns. These patterns are not the injunctive norm, but 
the descriptive norm. In this research, we propose the hypothesis that both generations of change 
and education are necessary to generate the injunctive norms. The results of group experiments 
clarified that a group with generation change produces the injunctive norm rather than a group 
without it. These results might bring some theoretical contributions to cultural evolution theory.

研究分野：社会心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 
これまで規範の成立は、学習や調整によ

る行動の均衡（斉一化）として説明するア
プローチがとられてきたが、それだけでは
集団がいかにして「～すべきである」とい
う当為的信念を共有しているのかについて
答えを提供できない。 
 本研究では、これまで注目されてこなか
った規範の伝搬に焦点を当てる。集団規範
は行動の均衡だけではなく，新規成員への
伝搬によってはじめて当為的信念が共有さ
れることを検証する。本研究の成果は、集
団規範成立メカニズムについての重要な知
見となることが期待できる。 
 
理論的背景：社会規範における「行動の均
衡」と「当為的信念」 
 

現代社会においてモラルや規範意識の低
下が叫ばれて久しいが、いかにして持続可
能な社会秩序を形成するかについて、未だ
手探り状態である。社会規範がどのように
成立し、維持・伝搬されるのかを明らかに
することは、まさに現代社会における重要
な課題である。 
 

文化や規範がいかにして成立・伝搬され
るのかについて、近年、進化や学習による
行動の均衡が有力な説明を行っており、注
目されている（文化進化理論）。たとえば、
経済学的ゲーム理論では、成員の行動の均
衡を制度や規範として扱うモデルが多く提
案されている(e.g., Aoki,2000)。また、文化
や規範が個体学習（罰や賞による学習）だ
けでなく、社会学習（他者行動の模倣によ
る学習）によって成立することを示した研
究もある(Boyd & Richerson, 2004)。 
  

しかし、これらの研究は行動の均衡を扱
ってはいるが、規範意識や信念の成立メカ
ニズムを説明できていないという限界があ
る。Cialdini, Kallgren & Reno (1991)は、
社会規範を二種類に分類した。一つは、ほ
とんどの成員が実際に行っている行動に基
づく「記述的規範」、もう一つは、それを行
うことが望ましいといった当為的価値や信
念を含んだ「命令的規範」である。文化進
化理論による規範の説明は、上記の区分に
おける記述的規範の成立を問題にしており、
命令的規範、つまり「～すべき」という当
為的信念については扱われてはいない。 
 

一方で，社会心理学的な規範の研究は，
規範的な信念が行動に影響する心理プロセ
スに関心があり，規範の成立そのものにつ
いて議論した研究は数少ない。つまり，命
令的規範が行動制御に与える影響について
は検討されているが，規範そのものがいか
にして形成されるかについては，十分な検

討がなされていないのである。このことか
ら，記述的規範の成立を扱う分野と，命令
的規範を扱う分野において，知見の橋渡し
が不十分であるといえる。 
 

そこで本研究では，いかにして記述的規
範から命令的規範が生じるか，つまり行動
の均衡からいかに当為的信念が形成される
のかをリサーチクエスチョンとして研究を
行う。 
 

２．研究の目的 

 

Cialdini, et al.(1991)では，社会規範には
記述的規範と命令的規範という観点から区
別できることを指摘した。記述的規範は「～
である(is)」という事実描写的規範であり，命
令的規範は「～べきである(ought to)」とい
う当為的規範である。本研究の目的は，記述
的規範と命令的規範のつながりを明らかに
することである。 

 経済学や進化ゲーム理論では，主にゲーム
の均衡点を規範として扱う。そこでは，メン
バーの学習や戦略の進化によって斉一的な
行動が集団に見られることによって規範が
生成される，つまり記述的規範としての規範
が分析の対象となる。一方で，倫理学が指摘
するように，事実から当為性を論理的には導
出できないことから，メンバーが斉一的に行
っているということが，そのまま「～べきで
ある」という命令的規範に結びつくわけでは
ない。また，均衡点であればそこには逸脱の
インセンティブも存在しない。よって，そも
そも当為的な意味での規範は必要ないこと
になる。それでは，命令的規範はいかにして
形成され，どのような機能があるのだろうか。 

 本研究では，命令的規範は均衡点を維持す
るための副産物として現れる，という立場を
とる。つまり，命令的規範「によって」向社
会行動が維持されるのではなく，そのような
規範を効率的に後世代に維持させるための
教育の結果，命令的規範が生じる，という仮
説である。 

 具体的には，均衡に至ったある集団に新規
参入者が入ってきた場合，そのメンバーは均
衡である行動パターンを知らない。均衡であ
る以上新規メンバーは個人学習も可能では
あるが，既存メンバーはより効率的に学習さ
せるために教育を行うだろう（仮説 1）。もし
既存メンバーに教育をするインセンティブ
があり，それを新規メンバーが理解している
場合，実質的な罰ではなく，言語による伝達
（～すべき，～すべきでない）によって学習
が成立するだろう（仮説 2）。その結果，後世
代には「～すべき」という命令的規範が生じ
るだろう（仮説 3）。 

 本研究では，以上の仮説を詳細に検討する
前の予備的な実験として，集団の世代交代が
後世代の集団に命令的規範を生じさせるか
どうかを検討する。 



 

３．研究の方法 

 
以上の目的を達成するため、研究 1では集

団内で世代交代がある状況を実験で再現し、
命令的規範が生じるプロセスを検討した。 
研究 2では、直接的な仮説の検討ではないが、
日本社会におけるイデオロギーの形成プロ
セスを検討するための社会調査を行った。 
 
４．研究成果 
 
研究 1：集団実験の成果 
 

研究 1では集団実験が行われた。実験課題
は、日本地図を 4人で 4色にぬりわけるとい
うものであった。四色定理より、あらゆる地
図は四色で塗り分けることができることが
知られている。狙いは、地図の塗り分け方に
ついて集団内で規範が生じる仕方に、世代交
代があるか否かで違いがあることを示すこ
とである。 
 世代交代条件では 8 人の参加者が、統制条
件では 4 人の参加者が実験室に呼ばれた。世
代交代条件では最初に 4 人が課題を行い、1
つの課題が終わるたびに一人が抜け、新しい
一人が追加され、4 人集団が新たに形成され
る。世代交代は 4 回行われるため、5 世代分
課題が行われる。統制条件では、同じ 4 人が
5 回課題を行う。 
 地図塗りの本試行は、一人ずつ会話をせず
に、自分が担当している色のみをつかって地
図を塗っていく。順番にぬっていき、最後の
4 人目が隣り合う県が同じ色にならないよう
に塗り分けることができれば課題は成功と
なる。失敗した場合、もう一度最初から塗り
なおしになる。 
 本試行の前に、作戦会議として地図なしの
状態で 1 分、地図ありの状態で会話なしで 1
分の、会話ありで 1分の練習試行が 3回ある。
また本試行後に反省会として 1分地図がない
状態で話し合うことができる。 
 課題後、命令的規範をリッカード尺度で測
定した。またそれ以外に、課題の満足度、課
題中のコミュニケーションの程度、参加者の
コミュニケーションスキルの程度を測定し、
統制変数として用いた。 
 分析の結果、世代交代条件は統制条件より
命令的規範の程度が高かった（d = 0.68, 
95%CI[0.13, 1.24], p = .013）。また、世代
交代条件において、最初の世代の 4人に比べ、
後の世代の 4人のほうが命令的規範の程度が
高かった（d = 0.90, 95%CI[0.36, 1.45], p 
= .000）。これらの結果から、世代交代があ
る集団において命令的規範が生じやすいこ
とが明らかとなった。ただし、世代交代がな
い集団においても一定程度命令的規範が生
じていることも示されたことから、世代交代
だけが命令的規範の生起要因ではない可能
性がある。 

 
研究 2：政治的イデオロギーについての社会
調査 
 

研究 2では、規模の大きい範囲における社
会規範の形成メカニズムを射程とするため、
政治的イデオロギーが共有されるメカニズ
ムについて検討した。 
 イデオロギーが社会全体で共有されるこ
とを明らかにするため、イデオロギーの母集
団分布に注目した。もしイデオロギーが「～
すべき」という当為性を持つ場合、母集団分
布は正規分布から逸脱した形状を持つこと
が予想される。なぜなら、態度形成が情報の
和の関数とされる Anderson (1963)、態度形
成が個人間で全く独立に行われる場合には
中心極限定理から正規分布になることが予
想される。一方で、個人間で独立ではなく、
規範的な収斂化メカニズムが社会に存在す
る場合、正規分布から逸脱した分布、たとえ
ばラプラス分布のようなエントロピーの小
さい分布になることが予想される。 
 そこで本研究では、社会調査データを用い、
政治的イデオロギーにおいて収斂化が生じ
ているか否かを、マクロな母集団分布から推
測することを行った。 

1579 名を対象に、Web 調査を行った。回答
者は日経リサーチの登録モニターからサン
プリングされた。回答者は Qualtrics サーバ
ー上の Web 質問画面にアクセスし、回答を行
った。また回答者のサンプリングにおいて性
別と年齢の比率をセンサスに合わせた。 
母集団分布を推定するうえで、回答者が回答
に十分注意を払っているかどうかは重要な
問題である。なぜなら、回答者が十分質問項
目の内容に注意を払わず、必要最小限の手順
を満たす形式的な回答をした場合（いわゆる
Satisfice：たとえばすべて中点カテゴリに
反応するなど）、分布の推定に多大な影響を
及ぼすと考えられる。実際、三浦・小林(2015)
ではオンライン調査において、Satisfice を
行う回答者の割合が多いことを指摘してい
る。 

そこで Satisficer チェック項目を用意し
た。具体的には、政治的態度を測定する項目
の中に、”この設問では「どちらかといえば
反対」に回答してください”という項目を加
えた。この項目について「どちらかといえば
反対」以外のカテゴリに反応した回答者を
Satisficer であると判断し、分析データから
除外した。また回答時間が全体で 5 分をきっ
ていた回答者も「十分注意を払わず回答した
回答者」と判断し、分析から除去した。その
結果、1275 名が最終的な分析対象者となった。 

政治的態度： 政治的態度の調査項目につ
いては、東大朝日調査で用いられた政治的争
点態度項目のうち、旧体制・安全保障の軸に
対応するだろう項目を参考に、著者らが独自
に考案した。尺度項目は 27 項目で、反対、
どちらかといえば反対、どちらともいえない、



どちらかといえば賛成、賛成の 5件法で回答
を求めた。 

政治イデオロギー： 保守・革新のイデオ
ロギーについての自己の位置づけを問う項
目を 1項目 11 段階で設定した。質問内容は” 
政治についてよく保守的であるとか、革新的
であるという言葉が使われますが、5 を中立
として、0 が革新的で 10 が保守的だとした場
合、あなたの政治的立場はこの中の番号のど
れにあてはまりますか。”であった。また、
わからない・答えたくないというカテゴリも
設けた。 

政治的知識： 回答者の政治的知識の有無
を問うための項目を、時事問題について 10
項目、政治制度について 10 項目設定した。
各設問について、4 つの選択肢を用意し、正
解を選択するよう尋ねた。また、「わからな
い」というカテゴリも設けた。 
 その他、性別や年齢、教育年数といった人
口統計学的な変数について測定を行った。 
 項目反応理論を用いて、イデオロギーの回
答傾向をモデリングした。その際、潜在得点
の事前分布として一般化正規分布を仮定し
た。一般化正規分布は一様分布、正規分布、
ラプラス分布を包括する分布であり、尖度パ
ラメータによって等分散の 3つの分布を連続
的に表現することができる。尖度パラメータ
が0の場合に一様分布、1の場合に正規分布、
2 の場合にラプラス分布となる。 
 分析の結果、母集団分布は尖度パラメータ
が 1.7 程度となり、ラプラス様分布になるこ
とが明らかとなった。また、政治的知識の程
度の高低から 3 つのランクにわけ、それぞれ
のランクごとに尖度パラメータを推定した
結果、政治的知識のないランクにおいて最も
尖度パラメータが強く、知識のあるグループ
はほぼ正規分布に近い尖度パラメータとな
った。 

図 政治的知識ごとの母集団分布 
 

これらの結果から、特に政治的知識のない
人において、政治的イデオロギーに収斂化の
メカニズムが存在することが示唆された。 
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